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（案１） 

分野 ４．たばこ 

目標 ４.５ 成人の喫煙を減らす 

指標の目安 喫煙している人の割合 

データ対象 参考値 ベースライン値 目標値 

a）男性 ５２.７％ ４３.３％ ３０％以下 

ベース 
ライン値 

中間実績値 
目標値 b）女性 １１.６％ １２.０％ １０％以下 

参考値調査 ベースライン調査 調査・ 

研究名 Ｈ９年国民栄養調査 Ｈ１６年国民健康・栄養調査 

実施主体 厚生省 厚生労働省 

調査対象 ２０歳以上 ２０歳以上 

目標項目の 

設定 

１、目標項目設定の必要性 

   喫煙が健康に与える影響は大きく、生活習慣病予防の上で、たばこ対策

は喫緊の課題である。平成１７年２月には「たばこの規制に関する世界保健

機関枠組条約」が発効し、たばこ対策を強力に推進することが求められてい

る。「１に運動 ２に食事 しっかり禁煙 最後にクスリ」のスローガンにもある

ように、たばこの害から国民を守るべく目標項目を設定する。 
 
２、目標項目設定の考え方  

 
〈男性〉 

「やめたい」と思う人が全て禁煙に成功したとしたら 
→目標値３２.６％ 

  
  キリの良い数字で 目標値３０％ 
 
〈女性〉 

「やめたい」と思う人が全て禁煙に成功したとしたら 
→目標値８.１％ 

 
  キリの良い数字で 目標値１０％ 
 
 
３、目標値設定のための使用データ 
  ○「Ｈ１５年、１６年国民健康・栄養調査」―厚生労働省 
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（案２） 

分野 ４．たばこ 

目標 ４.５ 成人の喫煙を減らす 

指標の目安 喫煙している人の割合 

データ対象 参考値 ベースライン値 目標値 

a）男性 ５２.７％ ４３.３％ ３５％以下 

ベースライン値 
中間実績値 

目標値 b）女性 １１.６％ １２.０％ １０％以下 

参考値調査 ベースライン調査 
調査・研究名 

Ｈ９年国民栄養調査 Ｈ１６年国民健康・栄養調査 

実施主体 厚生省 厚生労働省 

調査対象 ２０歳以上 ２０歳以上 

目標項目の 

設定 

１、目標項目設定の必要性 

   喫煙が健康に与える影響は大きく、生活習慣病予防の上で、たばこ対策は喫

緊の課題である。平成１７年２月には「たばこの規制に関する世界保健機関枠

組条約」が発効し、たばこ対策を強力に推進することが求められている。「１に

運動 ２に食事 しっかり禁煙 最後にクスリ」のスローガンにもあるように、たば

この害から国民を守るべく目標項目を設定する。 

 

２、目標項目設定の考え方 

「やめたい」人の一部がやめた場合の喫煙率を目標とする。すなわち、「禁煙

の意志はあるが、やめられない者」を加味した目標値。 

 

３、目標値設定のための使用データ 

    「Ｈ１６年国民健康・栄養調査」における喫煙率（「現在習慣的に喫煙してい

る者」）、「Ｈ１５年国民健康・栄養調査」における喫煙の状況別、禁煙の意志

（「やめたい」）、総務省統計局「人口推計年報」、及び「Ｈ１０年度喫煙と健康

問題に関する実態調査」におけるたばこ依存症の者の割合（推計）のデータを

使用。 
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（案３） 

分野 ４．たばこ 

目標 ４.５ 成人の喫煙を減らす 

指標の目安 喫煙している人の割合 

データ対象 ベースライン値 参考値 目標値 

a）男性 ５２.７％ ４３.３％ ２５％以下 

ベースライン値 
中間実績値 

目標値 b）女性 １１.６％ １２.０％ ５％以下 

ベースライン調査 参考値調査 
調査・研究名 

Ｈ９年国民栄養調査 Ｈ１６年国民健康・栄養調査 

実施主体 厚生省 厚生労働省 

調査対象 ２０歳以上 ２０歳以上 

目標項目の 

設定 

１、 目標項目設定の必要性 
喫煙が健康に与える影響は大きく、生活習慣病予防の上で、たばこ対策は

喫緊の課題である。平成１７年２月には「たばこの規制に関する世界保健機関
枠組条約」が発効し、たばこ対策を強力に推進することが求められている。「１
に運動 ２に食事 しっかり禁煙 最後にクスリ」のスローガンにもあるように、た
ばこの害から国民を守るべく目標項目を設定する。 

   
２、 目標項目設定の考え方 

「成人の喫煙率」を半減させる。 
 

３、 目標値設定のための使用データ 
「Ｈ９年国民栄養調査」における喫煙率（「現在、継続的に（毎日または時々）

吸っている者」）のデータを使用。 

 

 


